





きたかを、ひとつひと 具体的に解き明かしてくれている点にある。近代のヨーロッパ 主な対象にしてい 本書だが、そこで取 上げられて る感情にまつわる社会制度やメディアの多くは、現代の日本にも息づくものである。それはサークルや部活、同じ学校に所属する学生といった帰属意識を伴うコミュニティであったり、主人公 感情移入しながら読み進める小説や物語
（やドラマや映画）
であった
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があるかもしれないが、 「 で表現されていない感情は存在しないと考える」という だった。彼女のよ に明快に、感情は言語により構築されるとする見解 異論もあるだろう。しかし、感情を言語表現と 関係性の中で構築されたものと て研究するアプローチは 感 を研究対象とする様々な分野において重要 ものであり たとえば本書のような感情 歴史学的研究の出発点ともなってい
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